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研究成果の概要（和文）：本課題では、絶滅の危機に瀕した野生動物の保全遺伝学を目指して、

動物園や国内の野外ステーションとの連携を活用して、非侵襲的な DNA採取法の開発に取り組

むとともに、血縁や亜種判定の基礎となる多様性データを集積し、多数種、多数試料からなる

詳細情報つきの DNA Zoo を整備した。またストレスや行動との関連が予想される遺伝子と性格

評定などのデータとの比較により、ゲノム情報による野生動物の行動や繁殖の予測システムを

構築した。 

 

研究成果の概要（英文）：In this study we developed DNA Zoo consisting of many samples from 

various endangered species with precise individual information through collaboration 

with keeping facilities and field stations. The DNA Zoo is used for genotype analysis 

for conservation issue. We non-invasively collected DNA in the field, and compared each 

sample’s, genotype of candidate genes for stress susceptibility and observed data of 

personality/behavior/cognition.  By using this result we are developing 

behavior-prediction system of animals kept in zoo by genotyping. The information will 

be useful for their welfare by reducing stress. 
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１．研究開始当初の背景 

 レッドリストに掲載された野生動物はお

よそ 45,000 種にのぼり、緊急の対応が求め

られている。動物園など飼育施設においても、
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野生動物の新規導入は困難であり、小数集団

での繁殖、遺伝的多様性の保全、動物福祉の

実現は、深刻な課題となっている。現有個体

群の遺伝資源保存、および福祉や繁殖に有用

な遺伝情報の解析は、早急に行う必要がある。 

 

２．研究の目的 

本課題では動物園や国内の野外ステーシ

ョンとの連携を活用して、非侵襲的な DNA 採

取法の開発に取り組むとともに、血縁や亜種

判定の基礎となる多様性データを集積し、多

数種、多数試料からなる詳細情報つきの DNA 

Zoo を整備した。また性格評定、行動観察、

認知などのデータと、ストレスや行動との関

連が予想される遺伝子との比較により、ゲノ

ム情報による野生動物の行動や繁殖の予測

システムを構築した。 

 

３．研究の方法 

（１）DNAバンクの整備を目指して、飼育施

設や野外観察フィールドで DNAを抽出した。

（２）これらの試料の個体情報をさらに充実

させるため、また飼育園館や飼い主の協力を

得て性格評定を行った。 

（３）DNAバンクの遺伝子多型にもとづき、

性格との関連解析や集団の多様性解析を行

った。 

 

４．研究成果 

（１）これまでに、総計 24,578 個体の DNA

を得て、ホームページでも広報活動を行った。

また野生動物研究センターが 2011年度に全

国共同利用研究施設となり、試料の集積及び

活用がさらに活発化した。 

（２）これらの試料のうちチンパンジー、ゴ

リラ、テナガザルについて、質問紙による性

格評定を行った。またイヌでも、飼い主との

親和性や新奇性追求傾向について、行動観察

などによる性格評定を行った。 

（３）性格評定と神経伝達関連遺伝子の型と

比較した結果、チンパンジーの性格とセロト

ニン合成酵素の遺伝子型、イヌの性格とアン

ドロゲン受容体の遺伝子型に関連を見いだ

した。多様性解析については、イヌワシ、ニ

ホンザル、野生ネコ、ゴリラで、マイクロサ

テライト領域による血縁判定を行い、血縁と

社会行動の関連性を解析した。今後は、飼育

施設との連携を深めてさらに試料数を増や

し、培養細胞での保存も視野に入れた、ゲノ

ム細胞バンクへと発展させることで、さらに

データベースの価値を高め、多様な研究への

活用度を上げたいと考えている。 
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